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３．整備の進捗状況（効果事例）

21※数値等は速報値のため、修正する可能性があります。



・関東地域では首都圏広域地方計画
（Ｈ２１年策定）をキッカケに取り組みが
始まり
・利根運河地域エリア
・渡良瀬遊水地エリア
・荒川流域エリア
でエコネットの協議会を設立して取り
組みがされている。

コウノトリのヒナの様子
（提供：わたらせ未来基金）

掘削による湿地再生

渡良瀬遊水地（第２調節池）の掘削

３．整備の進捗状況（効果事例）
・多自然川づくりの取り組みを流域単位で考える「河川を基軸としたエコロジカル・ネットワークの形成」を推進している。

・渡良瀬遊水地では、「ラムサール条約湿地」に登録されたことや、「渡良瀬遊水地湿地保全・再生基本計画」を踏まえ、コウノトリが舞うよ
うな魅力的な地域づくりの一助としても、現存する良好な環境の保全と掘削による湿地の再生に取り組み、築堤土掘削を工夫している。
・流域住民や関係機関と連携し、地域と多様な主体が協働・連携している効果として、湿地再生付近の人工巣塔では、2020年６月にコウノ
トリのヒナが２羽誕生し、７月末に無事巣立っている。
・東日本では1800年代後半以来初であり、1971年の国内の野生絶滅後、2005年に兵庫県立コウノトリの郷公園が放鳥による野生復帰を
開始以降、河川区域内での誕生、巣立ちは初。
・コウノトリは、国の特別天然記念物で関東地域の取り組みではシンボル・指標種になっている。

全国10地域で15の協議会が設立されている（令和2年6月1日現在）
コウノトリは国内各地に飛来しており、豊岡市など近畿地方北部をはじめ、徳島県鳴門市、島根県雲南市
などで繁殖（2020年6月時点で国内の野外コウノトリは200羽到達） 22
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